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手元の捕物控＝取材メモからさまざまな話題を語る．食品
に限らず，連想のままに話題を広げ，食品メーカーの開発
や広報・営業担当者の発想に役立てば幸いとの思いを込め
たつくりとなっている．
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1952年にキユーピー㈱創始者の中島董一郎氏の援助により
設立され，アンチョビー，うずら卵水煮缶詰等をキユーピー㈱
にOEM供給してきた．2018年にキユーピー㈱から天狗缶詰㈱
による出資金100％のグループ会社となり，明確なビジョ
ンのもと，事業内容の拡大と自立を図っている．
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業界の技術・安心安全への努力で裏打ち

第67回技術大会は昨年11月8日，9日に新潟市のホテル
オークラ新潟で開催された．本稿では，大会で発表された
17編の研究内容について，①加熱殺菌技術関連，②容器
関連，③微生物関連，④品質関連の4分野に分けて紹介
する．
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国内の缶・びん詰，レトルト食品の微生物
について

第67回技術大会の特別講演の内容を紹介する．日本缶詰び
ん詰レトルト食品協会前専務理事の筆者が，35年間従事し，
経験した容器詰食品の微生物分野について，事例や今後の
課題を解説する．
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